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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策や日銀による金融政策等を背景に景気は

緩やかな回復基調で推移したものの、急激な円安の進行による原材料・燃料等の価格高騰や国外景気の下振れリス

ク等、先行き不透明な状況が続いております。

当グループの属する日用品業界におきましては、消費増税、円安及び市況等の影響による物価上昇から実質可処

分所得が伸び悩み、消費者の日用品等生活必需品に対する低価格・節約志向が根強く継続する一方で、原材料や光

熱費の価格高騰等によりコストは増大しており、経営環境は厳しい状況で推移いたしました。

このような環境の中、当グループでは、引続き新製品開発に注力し差別化された製品の開発や既存製品のリニュ

ーアル等により、シェアの獲得及び収益性の改善に努めるとともに、国外市場の新規開拓に努めてまいりました。

また、円安等の外部環境の悪化に伴うコスト増大に対し、徹底的なコスト削減を図ってまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は142億4百万円(前年同期比8.1％増)となり、営業利益は2億19

百万円(前年同期比828.3％増)、経常利益は5億36百万円(前年同期比182.6％増)、四半期純利益は1億4百万円(前年

同期比200.9％増)となりました。

なお、事業の品目別の売上高の状況は、次のとおりであります。

品目の名称
前第２四半期連結累計期間

(百万円)

当第２四半期連結累計期間

(百万円)
前年同期比(％)

収納・インテリア用品 1,864 1,982 ＋6.3

サニタリー用品 2,344 2,576 ＋9.9

洗濯用品 1,198 1,192 △0.5

清掃用品 1,798 2,386 ＋32.7

キッチン用品 1,735 1,840 ＋6.0

ベビー・キッズ用品 1,837 1,931 ＋5.1

その他 2,357 2,294 △2.7

合計 13,136 14,204 ＋8.1

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ3億76百万円増加し、318億9百万円となり

ました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ2億97百万円減少し、185億60百万円となりました。主な増加は、商品及び

製品の増加7億71百万円であり、主な減少は、現金及び預金の減少10億57百万円、有価証券の減少4億2百万円であり

ます。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ6億74百万円増加し、132億48百万円となりました。これは主に、リース資

産の増加等による有形固定資産の増加3億52百万円及び長期前払費用の増加等による投資その他の資産の増加3億34

百万円によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ7億16百万円増加し、99億51百万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ30百万円減少し、27億30百万円となりました。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ7億47百万円増加し、72億21百万円となりました。これは主に、リース債務

の増加等によるその他の増加7億14百万円によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ3億39百万円減少し、218億57百万円となりました。これは主に、為替換算調

整勘定の減少2億34百万円及び利益剰余金の減少1億35百万円によるものであります。
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② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ10億57百万円減少し、47億78百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により減少した資金は3億88百万円となりました。これは主に、減価償却費5億57百万円及び税金等

調整前四半期純利益3億68百万円による増加と、たな卸資産の増加額9億57百万円及びその他の流動負債の減少

額2億30百万円による減少であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少した資金は2億69百万円となりました。これは主に、有価証券の売却及び償還による収入

4億円による増加と、有形固定資産の取得による支出6億73百万円による減少であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により減少した資金は4億43百万円となりました。これは主に、配当金の支払額1億95百万円及び社

債の償還による支出1億56百万円による減少であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

最近の業績動向を踏まえ、平成26年５月15日に公表いたしました平成27年３月期の通期業績予想を修正しており

ます。詳細につきましては、本日公表の「第２四半期業績予想と決算値との差異及び通期業績予想の修正に関する

お知らせ」をご参照下さい。

　
２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。
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（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」(企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。)

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。)を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属

方法をポイント基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に

基づく割引率を使用する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均

割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当第２

四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が91百万円増加し、利益剰余金が58百万円減

少しております。なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微であります。

　

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。)及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」

という。)等が平成26年４月１日以後開始する連結会計年度の期首から適用できることになったことに伴い、第１四

半期連結会計期間よりこれらの会計基準等(ただし、連結会計基準第39項に掲げられた定めを除く。)を適用し、支

配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関

連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、当第２四半期連結累計期間

の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合

日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたしました。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(４)、連結会計基準第44－５項(４)及び事

業分離等会計基準第57－４項(４)に定める経過的な取扱いに従っており、当第２四半期連結累計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はあり

ません。また、当第２四半期連結会計期間末の資本剰余金に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

当社は、従業員への福利厚生を目的として、従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っておりま

す。

① 取引の概要

当社は、平成25年８月29日開催の取締役会において、従業員に対する新しい報酬制度として退職時に当

社株式に交換可能なポイントを付与し、株価や業績との連動性をより高め、社員の意欲や士気を高めるこ

とを目的に、株式給付信託を導入することを決議いたしました。

この導入に伴い、平成25年９月17日付で資産管理サービス信託銀行㈱(信託Ｅ口)が当社株式262千株を取

得しております。

② 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」(実務対応報告第30号平成

25年12月25日)が同実務対応報告公表後最初に終了する連結会計年度の期首から適用することができることに

なったことに伴い、前連結会計年度より同実務対応報告を適用し、当社から信託へ自己株式を処分した時点

で処分差額を認識し、信託が保有する株式に対する当社からの配当金及び信託に関する諸費用の純額を負債

に計上しております。

③ 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額(付随費用の金額を除く。)により、純資産の部に自

己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当第２四半期連結会計期間末310

百万円、262千株であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,063 5,006

受取手形及び売掛金 4,355 4,493

有価証券 903 500

商品及び製品 4,357 5,128

仕掛品 333 469

原材料及び貯蔵品 1,042 1,039

その他 1,813 1,932

貸倒引当金 △10 △10

流動資産合計 18,857 18,560

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,954 3,862

その他（純額） 5,275 5,720

有形固定資産合計 9,229 9,582

無形固定資産

その他 198 186

無形固定資産合計 198 186

投資その他の資産

投資有価証券 2,327 2,350

その他 869 1,161

貸倒引当金 △49 △31

投資その他の資産合計 3,145 3,479

固定資産合計 12,574 13,248

資産合計 31,432 31,809
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 927 985

短期借入金 250 166

未払法人税等 146 358

賞与引当金 285 294

その他 1,150 925

流動負債合計 2,761 2,730

固定負債

社債 68 32

長期借入金 5,428 5,407

役員退職慰労引当金 368 381

株式給付引当金 - 32

退職給付に係る負債 330 413

資産除去債務 36 36

負ののれん 38 -

その他 204 918

固定負債合計 6,474 7,221

負債合計 9,235 9,951

純資産の部

株主資本

資本金 5,491 5,491

資本剰余金 7,023 7,026

利益剰余金 8,989 8,854

自己株式 △1,043 △1,043

株主資本合計 20,461 20,328

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 674 698

繰延ヘッジ損益 2 22

為替換算調整勘定 993 759

退職給付に係る調整累計額 △18 △17

その他の包括利益累計額合計 1,652 1,463

少数株主持分 83 65

純資産合計 22,197 21,857

負債純資産合計 31,432 31,809
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 13,136 14,204

売上原価 9,165 10,222

売上総利益 3,971 3,981

販売費及び一般管理費 3,948 3,762

営業利益 23 219

営業外収益

受取利息 20 7

受取配当金 16 19

負ののれん償却額 38 38

デリバティブ評価益 5 37

為替差益 118 219

助成金収入 0 -

その他 9 47

営業外収益合計 209 370

営業外費用

支払利息 25 35

支払保証料 1 2

その他 15 15

営業外費用合計 43 52

経常利益 189 536

特別利益

補助金収入 93 -

特別利益合計 93 -

特別損失

減損損失 - 167

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 167

税金等調整前四半期純利益 282 368

法人税、住民税及び事業税 213 330

法人税等調整額 39 △51

法人税等合計 252 279

少数株主損益調整前四半期純利益 30 89

少数株主損失（△） △4 △14

四半期純利益 34 104
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 30 89

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 259 23

繰延ヘッジ損益 25 22

為替換算調整勘定 567 △234

退職給付に係る調整額 - 0

その他の包括利益合計 852 △187

四半期包括利益 882 △98

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 890 △85

少数株主に係る四半期包括利益 △7 △13
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 282 368

減価償却費 561 557

減損損失 - 167

のれん償却額 47 -

負ののれん償却額 △38 △38

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14 △17

賞与引当金の増減額（△は減少） 16 8

退職給付引当金の増減額（△は減少） △12 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △8

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12 12

株式給付引当金の増減額（△は減少） - 32

受取利息及び受取配当金 △36 △27

支払利息 25 35

為替差損益（△は益） △63 △104

デリバティブ評価損益（△は益） △5 △37

補助金収入 △93 -

売上債権の増減額（△は増加） △240 △55

たな卸資産の増減額（△は増加） △386 △957

その他の流動資産の増減額（△は増加） △183 △85

仕入債務の増減額（△は減少） △46 93

その他の流動負債の増減額（△は減少） △191 △230

その他 9 20

小計 △326 △266

利息及び配当金の受取額 31 34

利息の支払額 △25 △34

法人税等の支払額 △260 △122

補助金の受取額 93 -

その他 9 -

営業活動によるキャッシュ・フロー △479 △388

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △227 △227

定期預金の払戻による収入 227 227

有価証券の売却及び償還による収入 100 400

有形固定資産の取得による支出 △607 △673

無形固定資産の取得による支出 △12 △2

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

その他 △10 7

投資活動によるキャッシュ・フロー △530 △269
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(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 530 193

短期借入金の返済による支出 △480 △243

長期借入れによる収入 500 -

長期借入金の返済による支出 △21 △21

社債の償還による支出 △226 △156

ファイナンス・リース債務の返済による支
出

- △21

配当金の支払額 △175 △195

財務活動によるキャッシュ・フロー 127 △443

現金及び現金同等物に係る換算差額 193 44

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △688 △1,057

現金及び現金同等物の期首残高 6,501 5,836

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,813 4,778
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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